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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】令和3年12月23日(2021.12.23)

【公表番号】特表2021-503962(P2021-503962A)
【公表日】令和3年2月15日(2021.2.15)
【年通号数】公開・登録公報2021-007
【出願番号】特願2020-547260(P2020-547260)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/40     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/125    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/14     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/08     (2006.01)
   Ｃ１２Ｐ  21/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/10     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/74     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/10     (2006.01)
   Ａ０１Ｈ   5/00     (2018.01)
   Ａ０１Ｈ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ   15/40     　　　　
   Ａ６１Ｋ   39/125    ＺＮＡ　
   Ａ６１Ｐ   37/04     　　　　
   Ａ６１Ｐ   31/14     　　　　
   Ｃ０７Ｋ   14/08     　　　　
   Ｃ１２Ｐ   21/00     　　　Ｚ
   Ｃ０７Ｋ   16/10     　　　　
   Ｃ１２Ｎ   15/74     １００Ｚ
   Ｃ１２Ｎ    5/10     　　　　
   Ａ０１Ｈ    5/00     　　　Ａ
   Ａ０１Ｈ    1/00     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】令和3年11月11日(2021.11.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　以下を含む、野生型ノロウイルスＶＰ１タンパク質のアミノ酸配列に由来するアミノ酸
配列を含む、改変されたノロウイルスＶＰ１タンパク質、
　ノロウイルスＶＰ１遺伝子型ＧＩ．１（配列番号１）とアラインメントされた配列にお
けるアミノ酸４３、５７、８４及び９４のアミノ酸から選択された位置における、１つも
しくは２つ以上の、野生型ノロウイルスＶＰ１のアミノ酸の置換、及び
　前記野生型ノロウイルスＶＰ１タンパク質は遺伝子型ＧＩ．１ではない。
【請求項２】
　野生型ノロウイルスＶＰ１が、遺伝子型ＧＩ．３．ＧＩ．５、ＧＩ．７、ＧＩＩ．２、
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ＧＩＩ．３、ＧＩＩ．４、ＧＩＩ．６、ＧＩＩ．１２及びＧＩＩ．１７からなる群から選
択される、請求項１に記載の、改変されたノロウイルスＶＰ１タンパク質。
【請求項３】
　アラインメントされた配列内の位置でのアミノ酸４３との１つ又は複数の置換が、バリ
ン、イソロイシン、ロイシン、メチオニン、スレオニン、アスパラギン酸、グルタミン酸
、アスパラギン、グルタミン、リジン又はヒスチジンへのものである；
　アラインメントされた配列内の位置でのアミノ酸５７との１つ又は複数の置換が、イソ
ロイシン、ロイシン、バリン、アラニン、グリシン、セリン、スレオニン、アスパラギン
、グルタミン、リジン又はヒスチジンへのものである；
　アラインメントされた配列内の位置でのアミノ酸８４との１つ又は複数の置換が、セリ
ン、アスパラギン、システイン、スレオニン、アラニン、リジン又はヒスチジンへのもの
である；及び／又は
　アラインメントされた配列内の位置でのアミノ酸９４との１つ又は複数の置換が、ロイ
シン、イソロイシン、メチオニン、バリン、スレオニン、アスパラギン酸、グルタミン酸
、アスパラギン、グルタミン、リジン、又はヒスチジンへのものである、
請求項１又は２に記載の改変されたノロウイルスＶＰ１タンパク質。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれかに記載の改変されたノロウイルスＶＰ１タンパク質をコードす
る組換えポリヌクレオチド。
【請求項５】
　ヌクレオチド配列のコドン使用頻度が、ヒトコドン使用頻度、ＧＣ含量の増加、又はそ
れらの組合せに対して最適化される、及び／又はポリヌクレオチドがベクターを含む、請
求項４に記載の組換えポリヌクレオチド。
【請求項６】
　請求項１～３のいずれかに記載のノロウイルスＶＰ１を含むウイルス様粒子（ＶＬＰ）
。
【請求項７】
　ノロウイルスＶＰ２タンパク質をさらに含む、請求項６に記載のＶＬＰ。
【請求項８】
　以下を含む、植物、植物の一部、又は植物細胞内でノロウイルスＶＰ１タンパク質、又
は前記ノロウイルスＶＰ１タンパク質を含むＶＰ１を産生する方法：
　請求項４又は５に記載の組換えポリヌクレオチドを植物、植物の一部、又は植物細胞に
導入することと、
　前記ノロウイルスＶＰ１タンパク質の発現を可能にする条件下で、前記植物、前記植物
の一部、又は前記植物細胞をインキュベートすること。
【請求項９】
　導入する工程において、ノロウイルスＶＰ２タンパク質をコードする第２のポリヌクレ
オチドが、植物、植物の一部、又は植物細胞に導入され、
　インキュベートする工程では、条件が、前記植物、前記植物の一部、又は前記植物細胞
内でのノロウイルスＶＰ１タンパク質及び前記ノロウイルスＶＰ２タンパク質の両方の共
発現及び共産生を可能にする、
　請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　植物、植物の一部、又は植物細胞を収穫する工程をさらに含む、請求項８又は９に記載
の方法。
【請求項１１】
　植物、植物の一部、又は植物細胞から、ノロウイルスＶＰ１タンパク質、もしくはノロ
ウイルスＶＰ１タンパク質及びノロウイルスＶＰ２タンパク質の両方を抽出する工程、精
製する工程、もしくは抽出及び精製する工程、をさらに含むか、又は
　植物、植物の一部、もしくは植物細胞から、ウイルス様粒子（ＶＬＰ）を抽出する工程
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、精製する工程、もしくは抽出及び精製する工程、ただし前記ＶＬＰは、ノロウイルスＶ
Ｐ１タンパク質、もしくはノロウイルスＶＰ１タンパク質及びノロウイルスＶＰ２タンパ
ク質の両方を含むウイルス様粒子（ＶＬＰ）である、をさらに含む、
請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　請求項１～３のいずれかに記載のノロウイルスＶＰ１タンパク質を含む植物、植物の一
部、もしくは植物細胞、
　請求項４もしくは５に記載の組換えポリヌクレオチド、又は
　請求項６もしくは７に記載のＶＬＰ。
【請求項１３】
　請求項１～３のいずれかに記載のノロウイルスＶＰ１タンパク質又は請求項６もしくは
７に記載のＶＬＰの有効用量、及び薬学的に許容される担体、アジュバント、ビヒクル又
は賦形剤を含む、免疫応答を誘発するための組成物。
【請求項１４】
　免疫応答を誘発するための、請求項１～３のいずれかに記載のノロウイルスＶＰ１タン
パク質又は請求項６もしくは７に記載のＶＬＰの有効用量を含むワクチン。
【請求項１５】
　請求項１～３のいずれかに記載のノロウイルスＶＰ１タンパク質に結合するか、又は請
求項６もしくは７に記載のＶＬＰに結合する、抗体又は抗体断片。
【請求項１６】
　対象におけるノロウイルス感染に対する免疫の誘発における使用のための、請求項１～
３のいずれかに記載のノロウイルスＶＰ１タンパク質又は請求項６もしくは７に記載のＶ
ＬＰ。
【請求項１７】
　請求項１６に記載の使用のためのＶＰ１タンパク質又はＶＬＰであって、該ＶＰ１タン
パク質又はＶＬＰが、対象、に経口投与鼻腔内投与、筋肉内投与、腹腔内投与、静脈内投
与、皮下投与、直腸内投与又は膣内投与される、前記Ｐ１タンパク質又はＶＬＰ。
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